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研究報告
バンヴィルのIdyllesprussiennesとハイネ
新家かつら
普仏戦争 (1870-71)の期間中「ル・ナショナル」に連載された 8音綴詩
を1冊にまとめ， 1871年7月に出版されたバンヴィルのJdyllesprussiennes 
は，扱うテーマは全く異なるものの， 1857年の Odesfunambulesquesと同
じ手法で創られた作品である。道化のごとく読者を笑わせつつ鋭い批判の
矢を深く射こみ，叙情性と諷刺性とを融合させながら世相を描き出した
Odes funambulesquesの方法が，リアルタイムで戦争の愚劣さを描くため
に再び用いられたのだ。それは「1845年から48年の間に生まれた，現代的
な詩への古い夢，すなわち永遠の詩と，新聞のもつ俊い性質との調和的融
合という幻の追求n」であった。バンヴィルは序文の中でこの追求の成果
を誇り， 「（．．）私は，苦悩と，戦争の恐怖との中で，おそらく当時，ど
の詩人も夢みたであろう事を成しえたのです。つまり，新聞紙上において，
読者を協力者にし，霊感の源かつ木霊にしながら，常に誠実なるこれらの
小詩を，まさに諸事件のプレッシャーの下で書くことが出来たのです町
と述べている。この序文の後にバンヴィルは，ハイネの叙事詩『ドイツ・
冬物語3)』第3章の一部分を挙げている。
(...) Ils se promenent, toujours aussi roides, aussi guindes, 
aussi etriqu命 qu'autrefois,et droits comme un I ; on dirait qu'ils 
ont avale le baton de caporal dont on les rossait jadis. 
Oui, !'instrument de la schlague n'est pas entierement disparu 
chez les Prussiens ; ilsle portent maintenant a l'interieur. 4> 
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フリードリヒ・ヴィルヘルム四世を嘲弄し，プロイセンの不吉な未来を
予言する『冬物語』からの引用によってバンヴィルは， ドイツ連合軍の全
体主義や絶対服従を，ハイネと共に諷刺しているのだ。ナポレオン支配下
のデュッセルドルフで育ったのち，フランス軍撤退後のユダヤ人差別政策
のために，改宗を余儀なくされるなどの深刻な被害を受けたハイネは生涯，
軍旗の鷲への嫌悪を表明し続けた詩人である。プロイセン率いるドイツ連
合軍との戦争の記録である ldyllesPrussiennesには，ハイネの作品を示唆
する詩節を幾つも見つけることができる。たとえば，巨大な屍衣を織り続
ける職工たちが登場する Travailsterileを読めば，誰もがハイネの名高い
傾向詩「シュレージェンの職エ」を思い浮かべるだろう。しかし，バンヴィ
ルが幾度もハイネを指し示すのは， ドイツ人の手になるプロイセン批判を
体よく利用するためだけだったのだろうか。
『冬物語』は1843年の郷里への帰還旅行をもとに，1844年1月にパリで書
かれた。 1844年9月にまず「新詩集』との合本で刊行され，次いで翌月，
パリでマルクスが発行した「フォーアヴェルツ（前進）」に，完全版が掲
載された。ダニエル・スターンは，早くも同年10月， 「両世界評論」掲載
の「ドイツ研究」と題する論説の中で『冬物語』を部分的に翻訳して紹
介，批評している5)。また，同年12月には「パリ評論」に全訳が掲載され
た6)。さらに翌1845年にはサン＝ルネ・タイヤンディエが， 「両世界評論」
掲載の「ドイツの政治文学について」と題する論考でハイネの『新詩集』
を取り上げたが，そこには「冬物語』の部分訳と解説とが含まれていた鸞
バンヴィルがハイネに直接会う機会はなかったようだが，処女詩集Les
Cariatides (1842)の次の一節をみると，バンヴィルはデビュー以前にハ
イネを読み始めていたものと考えられる。
Et quand Heine, d'un vers joyeux et plein de haine, 
Perce les serpents vils de la B@tise humaine, 
On croit voir sur la fange et dans l'impur vallon 
Pleuvoir les fleches d'or de son pere Apollon叫
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(La Voie Lactee) 
フランスにおいてハイネの名はまず散文家として高まり，彼の詩が一般
に読まれるようになったのは，Po初meset legendesの仏語訳の出版 (1855)
以降であるようだ。ダニエル・スターンも1844年の論説において，フラン
スにおいて知られているハイネの作品といえばほとんど『旅の絵』のみで
あると述べている9)。しかし上に挙げた処女詩集の一節から，バンヴィルの
場合は40年代初期の時点ですでに，散文家ハイネのみならず，諷刺詩人と
してのハイネにも注目していたのだという事がわかる。このことから『冬
物語』の翻訳もまた，出版当時からバンヴィルに読まれていた可能性が高
いのではないかと思われる。
Jdylles Prussiennes序文のバンヴィルはゲーテの言葉を借りて， 「私の
詩の全ては状況の詩である。つまり，それらを産んだのは実人生であり，
私の詩の土壌と支えとは，実人生の中にある10)」と述べている。バンヴィル
はこのような姿勢をドイツの詩人たちから，とりわけハイネから受け継い
だからこそ，幾度もハイネを指し示しているのではないだろうか。普仏戦
争中のバンヴィルは，社会と関わり続けたハイネに倣い，しばしばハイネ
の詩にインスピレーションを求めつつ，状況の詩を創り続けたのだと考え
ることは出来ないだろうか。
普仏戦争とハイネ
『ドイツ論』 (1835)のハイネはスタール夫人の『ドイツ論』を批判
し，彼女の目的はナポレオンの気分を害することであったし， ドイツ人の
誠実，実直，道徳性，精神と心の文化を褒めそやしている彼女の目には，
感化院や，娼館，兵舎などは映らなかったのだと非難している 11)。ハイネは，
スタール夫人の『ドイツ論』に対抗しようとして自らの『ドイツ論』を執
筆したのだ12)。2つの『ドイツ論』を比較研究したエヴ・スリヤンによれ
ば，ハイネの存命中はスタール夫人の『ドイツ論』の方が人気が高く，ハ
イネの死後，とくに普仏戦争の後になってからようやく，フランスで2つ
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の『ドイツ論』が肩を並べるようになったのだという 13) 。ハイネヘの評
価が高まった理由として考えられるのは，スタール夫人の描いたドイツが
時代的に実情にそぐわぬものになったことに加えて， 「敗戦直後のフラン
ス知識人達は，フランスを打ち負かすに至った荒々しい力のドイツと，詩
的でリベラルなドイツとを切り離して考えねばならなかった14)」ことであ
る。軍事大国プロイセンの現実と，詩人たちの理想との間の深淵が，ハイ
ネの苦悩と亡命の原因であったことに人々は気づき，興味を抱いたのでは
ないだろうか。ジョゼフ・ドレーシュもまた， 1871年11月に「両世界評論」
に掲載されたコレージュ・ド・フランスの教授カロの論説を例として挙げ
つつ，ハイネは1871年になってやっと「軽蔑すべき年代記作家」という悪
評と，スタール夫人との比較による非難から脱したのだとしている 15)0敗戦
を喫したフランスの知識人たちは，厄災の予言を過去の書物の中に求める
とともに，スタール夫人とハイネとの再読を通じて， ドイツ観の修正を試
みたのではないだろうか。このときスタール夫人の仕事は批判にさらされ，
「ドイツ民族について少々空想的な観念を，というよりもむしろ，理想を提
出すること16)」に成功しただけで，結局は「ある国民の現実的な肖像とい
うよりもむしろ，輝かしい夢想の素描m」に過ぎなかったのだとみなされ
る。プロイセンとの戦争によってスタール夫人のドイツ観と現実とのずれ
が明らかになるとともに，あまりにも皮肉で挑発的であるがゆえに敬遠さ
れていたハイネが見直されたのである。
ところで，普仏戦争中のバンヴィルの連載詩には， ドイツの伝承を源と
し，ハイネ経由で取り込まれたと考えられる人物形象がみられる。たとえ
ば『冬物語』において専制政治の拒否を宣言するために用いられた赤髭王
（フリー ドリヒ 1世）の形象を， Jdyllesprussiennesのバンヴィルもまた，
同じ目的で用いるのだ。 『冬物語』の語り手は赤髭王に対して， 「おまえ
は架空の存在，過去の亡霊にすぎない。行け，帰って寝るがいい。俺たち
はおまえなしでも自由になれる（第16章） 18)」と唆呵を切り，王とその兵
士たちの復活を無用としたが，バンヴィルが以下のようにドイツ連合軍を
伝承の兵士らになぞらえるとき，下敷きにしているのは， 『冬物語』の赤
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髭王であるようだ。バンヴィルは『冬物語』の語り手を真似ているのであ
る。
0 superbes marionnettes 
Au courroux froid et compasse, 
Au fond, conservez-en, vous n'釦tes
Que les fant()mes du passel 
Et vous pouvez sur votre housse 
Copier en riches lampas 
L'ancien blason de Barberousse: 
Mais enfin, vous n'existez pas19>. (Cauchemar) 
Sabbat (Idylles prussiennes)に現れる女性ゲルマニアもまた，ハイネ
の『冬物語』を仄めかす形象であることが指摘されている20)。 『冬物語』
の赤髭王が夢見る戦争は，暗殺された処女ゲルマニアのために行う復讐の
殺識であるからだ21)。Cauchemarと同じく Sabbatもまた， 『冬物語』を
想起させ，戦の原因であり，また戦そのものを体現するゲルマニアに恋す
る赤髭王，すなわちプロイセン王を嘲弄の対象としている。このようにし
てバンヴィルは，ハイネの嘲笑に自らの笑いを重ねて響かせようとしてい
るようだ。
1870年7月の開戦ののちナポレオン3世が捕虜となるまで，ジャーナリ
スムでの戦況に関するコメントは禁止されていたため，バンヴィルが連作
の発表を開始したのも， 9月4日の共和制宣言から一ヶ月が過ぎた頃のこ
とであった。 「思想の宣言を行うものではない」と第2版 (1859)の序文
に明記されている Odesfunambulesquesと対照的に， Idyllesprussiennes 
は，バンヴィルの政治思想を表明する詩集となっている2)。共和制の回復後
に開始されたこの連作の中にあるのは，専制君主を頂く強大な国家と共和
国との対立であるのだから， 『冬物語』にみられる王と語り手との対決の
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構図は，バンヴィルの借用に適したものであった。ジョゼフ・ドレーシュ
に拠れば， 『冬物語』は「ドイツ的枠組みの中に多くのフランス的要素を
含む23)」作品であるものの， 1844年の出版当時には，ドイツにおいてもフラ
ンスにおいても，あまり評価されていなかったという 24) 。しかし普仏戦争
勃発によって『冬物語』もまた，フランス人の関心を大いにひく作品と
なったはずである。 『冬物語』の中で繰り返し語られる鷲の脅威は，プロ
イセンによる小国群の統一を予想していたハイネの警告であったのだか
ら。センセーションを巻き起こしたというネルヴァル訳のPo初mes et 
姥rgendesから既に15年が経過していた時点で，バンヴィルが自らの新聞連
載詩と『冬物語』との間に幾つもの結び目をつくったことも，普仏戦争後
のハイネ再評価の流れに寄与するところがあったのではないだろうか。
ハイネの影
ldylles Prussiennesにハイネその人が明瞭に姿を現すのは，以下の詩節
である。
Et lui, ce poete lyrique 
Dont la Muse avait dechire 
Toute leur pourpre chimerique; 
Lui, le Prussien libみre,
Heine, le fils d'Aristophane, 
Sous le succces empoisonneur 
Voit, comme une fleur qui se fane, 
Se secher votre antique honneur25> ! (La Fleche) 
ハイネが「アリストパネスの息子」を自称するのは『冬物語』第27章
（最終章）においてであるため，この詩節も『冬物語』を指し示すと考えら
れる。 LaFlecheは，敵に笑いの毒矢を射込むハイネに倣って諷刺詩を創
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り続けることが，非常時における詩人の責務である事を確認する詩である。
La Flecheのバンヴィルは， ドイツ連合軍に対立する形で，ヘルダー，ヵ
ント レッシング，そしてゲーテ，シラーが構成する軍勢を登場させ，こ
れを讃える。この賛辞によってバンヴィルは，敵国の哲学や文学を政治と
切り離して愛する姿勢を明らかにし，武力ではなく思想による征服を是と
するハイネに倣っているのではないだろうか。ハイネを売国の徒として非
難する祖国の人々に対し， 『冬物語』序文のハイネは次のように，独自の
愛国主義を宣言していたのである。
ドイツの旗がわたしの敬意に値するようになり，もはや狂った人々や狡猾な人々
の玩具でなくなれば，私はドイツの旗を敬い，讃えるようになることでしょう。ド
イツの思想の頂に，あなたがたの三色旗をたて，それを自由な人間性の旗としなさ
ぃ。そうすれば私は，その旗のために，私の血の最後の一滴までをも注ぐことでしょ
う。 （．．．）フランス人たちが始めたことがら， 「革命」という偉大な作品，すなわ
ち全世界的民主主義を私たちが完成した暁には，ロレーヌ人もアルザス人も私たち
に結ばれることでしょう。 （．．．）そうです，全世界がドイツとなるのです！私は，
祖国の永久に緑なす樅の木の下を散策する時，しばしばこの使命に思いをはせたの
です。これが私の愛国主義です26)。
領土にではなく，宗教や国を超えて万人を兄弟とする思想にドイツの旗
を立てんとすることが，ハイネの愛国主義であった。排外的な祖国愛を政
治的に利用する人々は， 『冬物語』第24章で次のように，醜悪な乞食とし
て非難される。
J ehais ce tas de gueux qui, pour emouvoir les masses en leur 
faveur, etalent sur les places publiques toutes les plaies, tous les 
ulceres puants de leur patriotisme. / Ce ne sont que d'ehontes 
mendiants21> ! (...) 
この一節は， IdyllesPrussiennes中に数多くみられるビスマルク批判の
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詩の一つ， La Besaceに反響している。禿頭の老いた乞食が，領土と血
と武器の施しを求めて回るのだ。自らの詩を『冬物語』にリンクさせる事
によってバンヴィルは，ハイネと共にプロイセンのお偉方を嘲笑う。以下
の詩節では，砲撃の開始を怖れるパリに「ハイネの影」が姿を現す。
Ou si ce n'est lui, c'est son ombre 
Qui fait cet exploit d'Apollon. 
Archer vainqueur, sur le tas sombre, 
Plus rapide qu'un aquilon, 
I lance la Rime avec joie, 
En secouant ses cheveux roux, 
Et clans l'air s'envole et flamboie 
Le messager de son courroux28>. (La Fleche) 
この詩の掲載は1870年12月であるが，先立つ11月1日の「ル・ゴロワ」紙
上に， 「ル・ナショナル」で「リームの一斉射撃」を行うバンヴィルにふ
れた記事があったという 29) 。上掲部分の「勝ち誇る射手」，リームの矢を
放つ者も，バンヴィルその人なのである。この詩をLes deux soleils 
(Idylles p戌 ssiennes) と合わせて読めば，この詩集にはルイ十四世，ヴィ
ルヘルムー世，そしてハイネという 3人の太陽神が登場し，バンヴィルは
「ハイネの影」となって，前二者が象徴する力に抗おうとしているのだとわ
かる。翌年1月，即位宣言を受けて書かれた詩L'Empereurにおいて，新皇
帝を嘲るために「地から青空まで響き渡る，あの超人的な笑い30)」を響か
せる男もまた，名指されてはいないがハイネである。 「ライン河の神の肩
に／彼は見事な手をかけるm」という詩句は疑いもなく，父なるラインとの
対話を描く『冬物語』第5章を指し示すからだ。政治的，軍事的な諸力に
ペンの力で戦いを挑むためには，ハイネの「超人的な笑い」の力が必要で
あることを，バンヴィルは知っていたのである。
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ldylles prussiennesと『冬物語』との共通点をもう 1点挙げたい。欺職
に満ちた「古い種族」を批判し，自由な思想をもつ「新しい世代」のみに
全的な理解を期待する， 『冬物語』最終章のハイネの態度である。
Heureusement la vieille race de l'hypocrisie s'en va de plus en 
plus. Dieu soit loue! ele descend lentement au tombeau, ele meurt 
empoisonnee du venin de ses propres mensonges./L'ete sera beau. 
Une nouvelle generation s'eleve, toute sans fard et sans peche, aux 
pensees libres, aux plaisirs libres. C'est a ele que je dirai tout. / 
Deja bourgeonne la jeunesse qui comprend la fierte et les bienfaits 
du poete, et qui s'echauffe au soleil de son ame32>. 
一方，バンヴィルが未来の人々の理解を期待する態度を見せるのは，以
下の部分である：
(...) Cette belliqueuse Charite, 
Que, dans sa merveilleuse prose, 
Gautier, notre maitre, a decrite. 
Vivante dans la phrase ailee, 
C'est la que la race future 
Pour laquelle i l'a cisel命
La trouvera, splendide et pure33>. 
(La Resistance; Statue de Falguiere) 
この詩は，ゴーチェが普仏戦争中のパリを散文で記録した Tableauxde 
逼[ge(このタイトルはハイネの『旅の絵 (Tableauxde voyage)』を想起
させる）中の， Museede neigeをそっくり韻文詩に移し替えたものだ。
国民軍第7連隊の彫刻家が創った雪像「ラ・レジスタンス」の描写は，ゴー
チェの散文と何ら変わるところがないが，ゴーチェの散文に「未来の種族」
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という言葉はみられない。この言葉も，上に引用した『冬物語』最終章を
想起させるものではないだろうか。ゴーチェが散文で，バンヴィルが韻文
で行った戦争の記録を理解するのは，「未来の種族」なのである。この「未
来の種族」がJdyllesPrussiennesに再び現れるのは，恋人であるドイツ兵
の生命を心配することなく，パリでの装身具の略奪を依頼するドイツ女性
を描く MargueriteSchneiderである。この詩が嘲っているのは恐るべき
共感能力の欠如であるが，戦争の悲惨について，踏みにじられる人間の生
命について何も理解できない彼女を指して共に笑うのは「未来の種族」な
のだ34)。マルゲリーテは敵国の女性だからではなく，「古い種族」に属して
いるから精神性が低いのである。この分類は国籍，宗教，民族によらず，
思想や，他者の痛みへの感受性によるものだ。ハイネが歌ったように「古
い種族」はやがて絶滅し， 「未来の種族」が，包囲されたパリで芸術家た
ちが残した抵抗の芸術を評価するだろう。人間の未来形を見すえるハイネ
の視点を， Idyllesprussiennesのバンヴィルは受け継ごうとしていたので
はないだろうか。
?? ?? ??
1884年の NousTousの序文においてバンヴィルは，普仏戦争中の詩作を
回想しつつ，当時と同じく今度もまた「詩と報道紙との婚姻を実現させよ
うと試みた回」と述べ， 「生涯にわたって，不規則な間隔を空けながらも，
この二つの抗しえぬ力を結びつけることに貢献しようとしてきた36)」のだ
と告白している。バンヴィルのジャーナリズム参入の年は1845年であった
が，彼はその時期すでにハイネを読んでいた。その後も，社会的現実と詩
人との関わりを考えるに際してバンヴィルは常に，ハイネの決然とした態
度を参照しえたのではないだろうか。それゆえに彼は「包囲されたパリの
自発的囚人切」となり，ハイネのイロニーと，戯画的な，あるいはファンタ
ジックなヴィジョンとを模倣しながら，詩人の成すべき仕事を追求したの
である。繰り返されるハイネとその作品への言及や仄めかしは， 「超人的
な笑い」の力と，コスモポリタンの視点とを借りようとするバンヴィルの，
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意識的な技巧であったのだと思われる。バンヴィルの伝記作家シャルパン
ティエは ldyllesprussiennesを失敗作と考えていたようだが，序文と合わ
せて最終詩Epilogueを読めば，バンヴィル自身は1870-71年の韻文による
戦いの結果に満足していたことがわかる。ハイネの矢筒から借りた矢が，
征服者に傷を与えたのである。
注
Et plus d'une fois le V ainqueur, 
Atteint jusque dans son genie, 
Tressaillait sous l'accent moqueur 
De ton implacable ironie38>! (Epilogue) 
（本学非常勤講師）
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は全て筆者による。）
20) lbid.,p.503. 
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et legendes, op.cit.,pp.162-163.) 
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